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(57)【要約】　　　（修正有）
 
【課題】高い透過率を有する表示パネル及び表示装置を
提供する。
【解決手段】表示パネルは、第一の基板１１と、第一の
基板と対向配置された第二の基板１２、液晶層１３及び
画素配列を有する。液晶層は第一、第二の基板の間に配
置され、画素配列は第一の基板上に設置され、少なくと
も一つの画素Ｐを有する。画素は第一の電極層１４１、
絶縁層１４２、第二の電極層１４３を備え、絶縁層は第
一、第二の電極層の間に配置され、第二の電極層は電極
部１４３１をｎ個有し、電極部は互いに所定の距離を空
けて第一方向Ｘに平行に配置される。電極部の第一方向
における幅をＷ、画素の発光領域の最大幅をＡｘとした
時、下記数式（ｎは正整数）を満足する。

【選択図】図１Ｂ
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　第一の基板と、
　前記第一の基板に対向して設置されている第二の基板と、
　前記第一の基板と前記第二の基板との間に配置されている液晶層と、
　前記第一の基板上に設置され、少なくとも一つの画素を有する画素配列と、を含み、
　前記画素は、第一の電極層と、絶縁層と、第二の電極層とを備え、
　前記絶縁層は、前記第一の電極層と前記第二の電極層との間に配置され、
　前記第二の電極層は、電極部をｎ個有し、これら電極部は、互いに所定の距離を空けて
第一方向に沿って平行に配置され、各電極部の前記第一方向における電極幅をＷとし、
　前記画素は発光領域を有し、当該発光領域の前記第一方向における最大幅をＡｘとした
場合、下記数式を満足し、
【数１２】

　但し、ｎは、正整数であり、ＷとＡｘの単位は、マイクロメータであることを特徴とす
る表示パネル。
【請求項２】
　光が前記画素を透過する場合、当該画素は前記第一方向に沿って形成された輝度分布を
有し、
　前記第一方向における前記発光領域の最大幅は、前記輝度分布の半値全幅である、こと
を特徴とする請求項１に記載の表示パネル。
【請求項３】
　前記画素は、走査線をさらに有し、
　前記走査線の延伸方向は、前記第一方向と実質的に平行である、ことを特徴とする請求
項１に記載の表示パネル。
【請求項４】
　前記第二の電極層は、第一の接続部をさらに有し、
　前記第一の接続部は、前記電極部の外周縁に周設されて、当該電極部に接続されている
、ことを特徴とする請求項１に記載の表示パネル。
【請求項５】
　前記第二の電極層は、第二の接続部をさらに有し、
　前記第二の接続部は、前記電極部の対向する両側に配置されて、当該電極部に接続され
ている、ことを特徴とする請求項１に記載の表示パネル。
【請求項６】
　表示パネルを含む表示装置であって、
　前記表示パネルは、第一の基板と、第二の基板と、液晶層と、画素配列とを有し、
　前記第一の基板と前記第二の基板は、対向して設置され、
　前記液晶層は、前記第一の基板と前記第二の基板との間に配置され、
　前記画素配列は、前記第一の基板上に設置され、少なくとも一つの画素を有し、
　前記画素は、第一の電極層と、絶縁層と、第二の電極層とを備え、
　前記絶縁層は、前記第一の電極層と前記第二の電極層との間に配置され、
　前記第二の電極層は、電極部をｎ個有し、これら電極部は、互いに所定の距離を空けて
第一方向に沿って平行に配置され、各電極部の前記第一方向における電極幅をＷとし、
　前記画素は発光領域を有し、当該発光領域の前記第一方向における最大幅をＡｘとした
場合、下記数式を満足し、
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【数１３】

　但し、ｎは、正整数であり、ＷとＡｘの単位は、マイクロメータであることを特徴とす
る表示装置。
【請求項７】
　光が前記画素を透過する場合、当該画素は前記第一方向に沿って形成された輝度分布を
有し、
　前記第一方向における前記発光領域の最大幅は、前記輝度分布の半値全幅である、こと
を特徴とする請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記画素は、走査線をさらに有し、
　前記走査線の延伸方向は、前記第一方向と実質的に平行である、ことを特徴とする請求
項６に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記第二の電極層は、第一の接続部をさらに有し、
　前記第一の接続部は、前記電極部の外周縁に周設されて、当該電極部に接続されている
、ことを特徴とする請求項６に記載の表示装置。
【請求項１０】
　前記第二の電極層は、第二の接続部をさらに有し、
　前記第二の接続部は、前記電極部の対向する両側に配置されて、当該電極部に接続され
ている、ことを特徴とする請求項６に記載の表示装置。
 

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、表示パネル及び表示装置に関し、特に、高い透過率（transmittance）を有
する表示パネル及び表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　科学技術の進歩に伴い、フラットパネル表示装置はすでに多くの分野で広く応用されて
おり、特に液晶表示装置は、構造上薄型となり、消費電力が低く、放射がないという優れ
た特性を有するため、例えば携帯電話、携帯マルチメディア機器、ノートパソコン、液晶
テレビ、液晶モニターなどの様々な電子機器に使用され、漸次、従来のブラウン管表示装
置に置き換わりつつある。
【０００３】
　従来の表示装置として、主に液晶表示パネル（ＬＣＤ　ｐａｎｅｌ）及びバックライト
モジュール（Ｂａｃｋｌｉｇｈｔ Ｍｏｄｕｌｅ）を含み、両者を対向設置した液晶表示
装置が周知されている。このような液晶表示装置において、液晶表示パネルは、色フィル
ター基板、薄膜トランジスタ基板及びこの両者に挟まれて設置された液晶層を備え、色フ
ィルター基板、薄膜トランジスタ基板及び液晶層により、複数の配列が配置される画素ユ
ニットを形成することができる。また、バックライトモジュールから出た光は、液晶表示
パネルを透過し、液晶表示パネルの各画素ユニットを経由して、色を表示して画像を形成
する。
【０００４】
　同輝度の場合、高透過率の表示パネルを有する表示装置が、もっと節電するため、各分
野では、表示パネルの透過率を向上させて、節電の目的を実現し、商品の競争力を上げる
ために不断の努力を行っている。
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【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　以上のことに鑑みて、本考案の目的は、高透過率を有する表示パネル及び表示装置を提
供して、商品の競争力を高めることである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために、本考案による表示パネルは、第一の基板と、前記第一の基
板に対向して設置されている第二の基板と、前記第一の基板と前記第二の基板との間に配
置されている液晶層と、前記第一の基板上に設置され、少なくとも一つの画素を有する画
素配列と、を含み、前記画素は、第一の電極層と、絶縁層と、第二の電極層とを備え、前
記絶縁層は、前記第一の電極層と前記第二の電極層との間に配置され、前記第二の電極層
は、電極部をｎ個有し、これら電極部は、互いに所定の距離を空けて第一方向に沿って平
行に配置され、各電極部の前記第一方向における電極幅をＷとし、前記画素は発光領域を
有し、当該発光領域の前記第一方向における最大幅をＡｘとして場合、下記数式（数式中
、ｎは、正整数であり、ＷとＡｘの単位は、マイクロメータである）を満足している。
【数１】

【０００７】
　上記目的を達成するために、本考案による表示装置は、表示パネルを有し、当該表示パ
ネルは、第一の基板と、前記第一の基板に対向して設置されている第二の基板と、前記第
一の基板と前記第二の基板との間に配置されている液晶層と、前記第一の基板上に設置さ
れ、少なくとも一つの画素を含んでいる画素配列と、を含み、前記画素は、第一の電極層
と、絶縁層と、第二の電極層とを備え、前記絶縁層は、前記第一の電極層と前記第二の電
極層との間に配置され、前記第二の電極層は、電極部をｎ個有し、これら電極部は、互い
に所定の距離を空けて第一方向に沿って平行に配置され、各電極部の前記第一方向におけ
る電極幅をＷとし、前記画素は発光領域を有し、当該発光領域の前記第一方向における最
大幅をＡｘとして場合、下記数式（数式中、ｎは、正整数であり、ＷとＡｘの単位は、マ
イクロメータである）を満足している。
【数２】

【０００８】
　上記表示パネル及び表示装置において、光が前記画素を透過する場合、当該画素は前記
第一方向に沿って形成された輝度分布を有し、前記第一方向における前記発光領域の最大
幅は、前記輝度分布の半値全幅であることが好ましい。
【０００９】
　上記表示パネル及び表示装置において、前記画素は、走査線をさらに有し、前記走査線
の延伸方向は、前記第一方向と実質的に平行であることが好ましい。
【００１０】
　上記表示パネル及び表示装置において、前記第二の電極層は、第一の接続部をさらに有
し、前記第一の接続部は、前記電極部の外周縁に周設されて、当該電極部に接続されてい
ることが好ましい。
【００１１】
　上記表示パネル及び表示装置において、前記第二の電極層は、第二の接続部をさらに有
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し、前記第二の接続部は、前記電極部の対向する両側に配置されて、当該電極部に接続さ
れていることが好ましい。
【考案の効果】
【００１２】
　以上のように、本考案による表示パネル及び表示装置において、表示パネルの画素配列
は少なくとも一つの画素を有し、画素の絶縁層が第一の電極層と第二の電極層の間に配置
されている。また、第二の電極層は、ｎ個の電極部を有し、これら電極部は、互いに所定
の距離を空けて第一方向に沿って平行に配置されている。また、各電極部の第一方向にお
ける電極幅がＷであり、画素の発光領域の第一方向における最大幅がＡｘである場合、下
記数式（数式中、ｎは正整数である）を満足している。
【数３】

　このように、第二の電極層の電極の数及び電極の幅、そして画素の発光領域の第一方向
における最大幅Ａｘが上記数式を満足すると、画素の発光領域の面積に占める暗縞の面積
の割合を最小にして、画素の透過率を最大にすることができる。このため、本考案による
表示パネル及び表示装置は、高い透過率を有し、製品の競争力を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１Ａ】本考案の好ましい実施形態による表示パネルにおける、一つの画素の配置を示
す模式図である。
【図１Ｂ】図１Ａ中のＡ－Ａ線による断面を示す模式図である。
【図１Ｃ】図１Ｂ中の第二の電極層の構造を示す模式図である。
【図２Ａ】図１Ａ中の表示パネルにおける画素の第二の電極層と、発生された暗縞との相
対位置を示す模式図である。
【図２Ｂ】画素の輝度と第二の電極層との相対位置を示す模式図である。
【図２Ｃ】図２Ａにおける画素の第一方向に沿う輝度分布を示す曲線図である。
【図２Ｄ】図１Ａにおける表示パネルの一つの画素の画像を示す図である。
【図３Ａ】本考案の他の好ましい実施形態による表示パネルの断面を示す模式図である。
【図３Ｂ】図３Ａ中の表示パネルにおける第二の電極層を示す模式図である。
【図３Ｃ】本考案のまた他の好ましい実施形態による表示パネルにおける、一つの画素の
配置を示す模式図である。
【図３Ｄ】本考案のさらなる他の好ましい実施形態による表示パネルにおける、一つの画
素の配置を示す模式図である。
【図４】本考案の好ましい実施形態による表示装置を示す模式図である。
【考案を実施するための形態】
【００１４】
　以下図面を参照して、本考案による表示パネル及び表示装置の好ましい実施形態を説明
する。ただし、本考案は、以下の実施形態に限定されない。なお、図面において、同じも
のには同じ符号を付して説明する。
【００１５】
　まず、図１Ａ、図１Ｂ及び図１Ｃを参照して本考案の実施形態を説明する。図１Ａは、
好ましい実施形態による表示パネル１における、一つの画素Ｐの配置を示す模式図であり
、図１Ｂは、図１Ａ中のＡ－Ａ線による断面を示す模式図であり、図１Ｃは、図１Ｂ中の
第二の電極層１４３の構造を示す模式図である。本実施形態において、表示パネル１は、
フリンジフィールドスイッチング（ｆｒｉｎｇｅ ｆｉｅｌｄ ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ，ＦＦ
Ｓ）方式の液晶表示パネルであってもよいし、それ以外の水平駆動式液晶表示パネルであ
ってよく、特に限定はない。なお、説明を理解しやすくするため、図１Ａでは、表示パネ
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ル１における二つの走査線Ｓ、二つのデータ線Ｄ、一つの画素Ｐ及びそれの第一の電極層
１４１と第二の電極層１４３のみが配置されている状態を示し、表示パネル１の他の構成
を示していない。
　なお、本実施形態において、図１Ａ及び図１Ｂに示すように、第一方向Ｘ（水平方向）
、第二方向Ｙ（垂直方向）及び第三方向Ｚが示され、第一方向Ｘと、第二方向Ｙと、第三
方向Ｚは、互いに実質的に垂直に配向されている。そのうち、第一方向Ｘと走査線Ｓの延
伸方向は実質的に平行になっており、第二方向Ｙとデータ線Ｄの延伸方向は実質的に平行
になっており、第三方向Ｚは、第一方向Ｘの逆方向及び第二方向Ｙの逆方向とも垂直にな
っている。
【００１６】
　表示パネル１は、第一の基板１１、第二の基板１２及び液晶層１３を有している。第一
の基板１１と第二の基板１２は、対向して配置され、液晶層１３は、第一の基板１１と第
二の基板１２との間に挟んで配置されている。また、第一の基板１１及び第二の基板１２
は、透光性材質により造られ、透光性材質として、例えば、ガラス基板、石英基板、プラ
スチック基板などが挙げられ、特に限定はない。
【００１７】
　また、表示パネル１は、第一の基板１１上に配置された画素配列をさらに含んでいる。
この画素配列は、少なくとも一つの画素Ｐを有している。本実施形態では、複数の画素を
有している場合を例示し、これら画素は、第一の基板１１と第二の基板１２との間に挟ま
れた状態で配置され、第一方向Ｘと第二方向Ｙに沿ってマトリックス状に配置されている
。なお、表示パネル１は、複数の走査線Ｓ及び複数のデータ線Ｄをさらに含んでおり、複
数の走査線Ｓと複数のデータ線Ｄとは、交差して配置され、互いに垂直に配置されて画素
配列の領域を区画する。
【００１８】
　図１Ｂに示すように、画素Ｐは、第一の電極層１４１、絶縁層１４２及び第二の電極層
１４３を有している。本実施形態において、第一の電極層１４１、絶縁層１４２及び第二
の電極層１４３は、第一の基板１１の第二の基板１２に対向している側に、順に、下から
上に向けて配置されている。また、データ線Ｄ及び第一の電極層１４１は第一の基板１１
上に配置されている。ここで、第一の電極層１４１は、隣接する二つのデータ線Ｄ及び隣
接する二つの走査線Ｓの内側に配置されている。
【００１９】
　絶縁層１４２は、第一の電極層１４１及びデータ線Ｄ上に覆設され、第二の電極層１４
３は絶縁層１４２上に配置されている。本実施形態において、絶縁層１４２は、第一の電
極層１４１、データ線Ｄと第二の電極層１４３との間に配置されて、第一の電極層１４１
と第二の電極層１４３（及びデータ線Ｄ）を隔てることで、両者での短絡の発生を避ける
ことができる。そのうち、絶縁層１４２は、例えば、酸化ケイ素（ＳｉＯｘ）または窒化
ケイ素（ＳｉＮｘ）を含む材質により造られるが、特に限定されなく、その他の材質を使
ってもよい。
　また、第一の電極層１４１及び第二の電極層１４３は、それぞれ、透明な導電層であり
、材質として、例えばインジウムスズ酸化物を使うことがよいが、それに限定されること
でもない。本実施形態において、第一の電極層１４１は、画素電極（ｐｉｘｅｌ ｅｌｅ
ｃｔｒｏｄｅ）であり、且つ、データ線Ｄに電気的に接続されており、第二の電極層１４
３は、共通電極（ｃｏｍｍｏｎ ｅｌｅｃｔｒｏｄｅ）である。もちろん、他の実施形態
として、第一の電極層１４１を共通電極に、第二の電極層１４３を画素電極にしてもよい
。
【００２０】
　第二の電極層１４３は、ｎ（ｎは正整数）個の電極部１４３１、第一の接続部１４３２
を有しており、第一の接続部１４３２は、これら電極部１４３１の外周縁に周設され且つ
電極部１４３１と接続している。本実施形態において、図１Ｃに示すように、電極部１４
３１の数（ｎ）は３であり、第一の接続部は３つの電極部１４３１の外周縁に接続されて
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いる。そのうち、これら電極部１４３１は、互いに所定の間隔で隔てられ、第一方向Ｘに
沿って平行に配置されている。
　また、第二の電極層１４３の各電極部１４３１は、第一方向Ｘにおける電極幅がＷであ
り、例えば、１μｍ≦Ｗ≦５μｍを満たすことが好ましく、１．５μｍ≦Ｗ≦３．５μｍ
を満たすことがより好ましい。
【００２１】
　図１Ｂに示すように、表示パネル１は、ブラックマトリクスＢＭ及びフィルター層（図
示せず）をさらに含んでおり、ブラックマトリクスＢＭは、第一の基板１１または第二の
基板１２上で、データ線Ｄに対応して配置されている。ブラックマトリクスＢＭは、例え
ば、クロム、酸化クロム、クロム窒素酸化物などの金属または樹脂のような非透光性材質
により造られる。本実施形態において、ブラックマトリクスＢＭは、第二の基板１２の第
一の基板１１に対向している側に配置され、且つ、データ線Ｄの第三方向Ｚに沿う上方に
位置している。このため、上方視点から表示パネル１を見ると、ブラックマトリクスＢＭ
はデータ線Ｄを覆って位置している。
【００２２】
　フィルター層（図示せず）は、第二の基板１２及びブラックマトリクスＢＭの、第一の
基板１１に対向している側に配置され、または、第一の基板１１上に配置されている。ブ
ラックマトリクスＢＭが非透光性材質によりなされたため、第二の基板１２上に非透光領
域を形成することができ、従って、透光領域を区画することができる。このため、光が画
素Ｐを透過する際、画素Ｐには発光領域（光が画素Ｐを透過する領域）が形成される。そ
のうち、ブラックマトリクスＢＭには複数の遮光区間があり、隣接する二つのフィルター
層の間には少なくとも一つの遮光区間がある。本実施形態において、ブラックマトリクス
ＢＭ及びフィルター層は、それぞれ、第二の基板１２上に配置されているが、特に限定は
なく、他の実施形態として、ブラックマトリクスＢＭ及びフィルター層をそれぞれ第一の
基板１１上に配置して、ＢＯＡ（ＢＭ ｏｎ ａｒｒａｙ）基板またはＣＯＡ（ｃｏｌｏｒ
 ｆｉｌｔｅｒ ｏｎ ａｒｒａｙ）基板を形成してもよい。
　なお、表示パネル１は、保護層（例えばｏｖｅｒ－ｃｏａｔｉｎｇ、図示せず）をさら
に含んでおり、保護層によりブラックマトリクスＢＭ及びフィルター層を覆ってもよい。
保護層は、その材質として、フォトレジスト材料、樹脂材料または無機材料（例えば、Ｓ
ｉＯｘ／ＳｉＮｘ）などを使うことができ、後続の生産工程の影響を受けて破壊されるこ
とが生じないように、ブラックマトリクスＢＭ及びフィルター層を保護する。
【００２３】
　表示パネル１の複数の走査線Ｓにより操作信号を受信した際、各走査線Ｓに対応して配
置された薄膜トランジスタ（図示せず）が導通され、各列の画素に対応するデータ信号が
データ線Ｄによって対応する画素電極に伝送され、これにより、表示パネル１の画面が表
示される。本実施形態において、グレースケール電圧は、各データ線Ｄにより各画素Ｐの
第一の電極層１４１（画素電極）に伝送されて、第一の電極層１４１と第二の電極層１４
３（共通電極）との間に電界を形成し、これにより、液晶層１３の液晶分子が第一の方向
Ｘと第二の方向Ｙとにより形成される平面上で回転されて、光が変調されることで、表示
パネル１に画像が表示される。
【００２４】
　しかし、第一の電極層１４１と第二の電極層１４３（共通電極）により電界が形成され
、液晶分子が駆動回転される際、図１Ｂに示す点線のように、第二の電極層１４３の各電
極部１４３１の中心領域、及び隣接する二つの電極部１４３１の間の領域における液晶分
子は、電界分布により、その水平回転が制限される。このため、光が画素Ｐを透過する際
、各電極部１４３１の中心領域及び二つの電極部１４３１間の領域には、暗縞が発生され
て、表示パネル１の透過率が降下されるようになっている。
　そこで、暗縞の面積を減少すれば、表示パネル１の透過率を向上することができ、透過
率の向上に伴い、節電の目的も実現することができて、製品競争力を高めることができる
。



(8) JP 3192846 U 2014.9.4

10

20

30

40

【００２５】
　次に、図２Ａ乃至図２Ｄを参照して、どのようにすれば暗縞の面積を最小化して、表示
パネル１の透過率を向上させるかについて説明する。
　図２Ａには、図１Ａ中の表示パネル１における画素Ｐの第二の電極層１４３と、発生さ
れた暗縞との相対位置が示されており、図２Ｂには、画素Ｐの輝度と第二の電極層１４３
との相対位置が示されており、図２Ｃには、図２Ａにおける画素Ｐの、第一方向Ｘに沿う
輝度分布の曲線が示されており、図２Ｄには、図１Ａの表示パネル１の画素Ｐの画像が示
されている。
　ここで、図２Ｄに示すように、光が画素Ｐを透過する際、画素Ｐには発光領域が形成さ
れ、発光領域の第一方向Ｘにおける最大幅がＡｘ（例えば、１０μｍ≦Ａｘ≦２５０μｍ
）であり、発光領域の第二方向Ｙにおける最大幅がＡｙ（通常、設計上Ａｙ≒３Ａｘ）で
あって、発光領域の総面積は、ＡｘとＡｙとの積となっている。なお、図２Ａ中の点線は
、光が画素Ｐを透過する際に生じられた暗縞を示し、暗縞には、直線状の暗縞Ｄ１及び三
角状の暗縞Ｄ２が含まれている、また、図２Ｂ中の輝度曲線において、谷の部分が暗縞の
部分に対応している。なお、図２Ｃに示すように、本実施形態において、発光領域の第一
方向Ｘにおける最大幅Ａｘは、画素Ｐの第一方向Ｘに沿う輝度分布曲線中の半値全幅（Ｆ
ｕｌｌ Ｗｉｄｔｈ ａｔ Ｈａｌｆ Ｍａｘｉｍｕｍ、ＦＷＨＭ；即ち、輝度分布曲線中、
半分の輝度をとるところの幅）として定義される。
【００２６】
　光が画素Ｐを透過する際に発生された暗縞において、図２Ａに示すように、第二の電極
層１４３の電極部１４３１がｎ（本実施形態では、ｎ＝３）個あるため、直線状の暗縞Ｄ
１の数が２ｎ＋１（本実施形態では、２×３＋１＝７）になる。また、実際の設計上、第
二の電極層１４３の電極部１４３１の両側と第一の接続部１４３２との接続部分（即ち、
画素Ｐの第二方向Ｙにおける上下辺縁区域）には、それぞれ曲げ箇所が形成され、この曲
げ箇所、二つの曲げ箇所の間及び曲げ箇所と第一の接続部１４３２との間にも、三角状の
暗縞Ｄ２が発生されて、暗縞Ｄ２数が２×（２ｎ＋１）（本実施形態では、２×７＝１４
）になる。図２Ａから分かるように、発光領域の総面積に対する、直線状の暗縞Ｄ１と三
角状の暗縞Ｄ２の面積との合計面積が最小となるとき、画素Ｐの透過率を最大にさせるこ
とができる。
【００２７】
　また図２Ｂを参照して、図２Ｂの最左側の電極部１４３１を一例として説明すると、電
極部１４３１のすべての輝度のエネルギー（暗縞がないときの、輝度分布曲線での積分）
は、実線で示した矩形の面積Ｚ１に相当し、暗縞による輝度損失の部分（輝度分布曲線で
の、凹部の積分）は、実線で示した三角形の面積Ｚ２に相当する。そのうち、輝度損失を
示す三角形の面積Ｚ２を、矩形の面積Ｚ１と同じ高さの矩形の面積Ｚ３（即ち、Ｚ２の面
積はＺ３の面積に相当する）に相当させることができ、このため、三角形の面積Ｚ２（即
ち、輝度損失）と電極部１４３１のすべての輝度のエネルギー（暗縞がないとき）の比率
を、「Ｚ３の幅（暗縞の幅）」と「Ｚ１の幅（電極部１４３１の幅）」の比率（「Ｒ」に
示す）に相当させることができる。実際計測した暗縞による計算後の比率Ｒは約０．１で
ある（Ｒ≒０．１、即ち、面積Ｚ３の幅は、面積Ｚ１の幅の０．１倍である）。もちろん
、他の実施形態として、Ｒを０．０５～２にする（０．０５≦Ｒ≦２）こともできる。
【００２８】
　そこで、画素Ｐの光が透過可能な領域Ｔは、発光領域の面積から暗縞部分の面積（三角
状の暗縞Ｄ２及び直線状の暗縞Ｄ１の面積を含む）を控除した後（または、引いた後）の
領域を指しており、その計算式として、以下に示す通りである。
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【数４】

　そのうち、最大値を得るために、上記計算式の微分を取る。
【数５】

　従って、下記計算式を得ることができる。

【数６】

　ここで、Ｔ'＝０であるときに最大値になり、その計算式が以下の通りである。
【数７】

　そして、Ａｙ≒３Ａｘを計算式に代入すると、さらに、以下のような計算式を得る。
【数８】

　そして、Ｒ≒０．１を計算式に代入すると、さらに、以下のような計算式を得る。
【数９】

【００２９】
　このため、本実施形態において、最適なｎ（ｎは正整数）は、以下のようである。

【数１０】

　この場合、画素Ｐの発光領域の面積に占める暗縞の面積の割合を最小にして、画Ｐ素の
透過率を最大にすることができるため、高い透過率を有する表示パネル１を提供して、製
品の競争力を高めることができる。
【００３０】
　次に、図１Ａ、図１Ｂ、図１Ｃ及び図１Ｄを参照して本考案の他の実施形態を説明する
。図３Ａは、本考案の他の好ましい実施形態による表示パネル１ａの断面を示す模式図で
あり、図３Ｂは、図３Ａ中の表示パネル１ａにおける第二の電極層１４３ａを示す模式図
である。図３Ｃは、本考案のまた他の好ましい実施形態による表示パネル１ｂにおける、
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一つの画素Ｐｂの配置を示す模式図である。図３Ｄは、本考案のさらなる他の好ましい実
施形態による表示パネル１ｃにおける、一つの画素Ｐｃの配置を示す模式図である。
【００３１】
　図３Ａに示すような表示パネル１ａと、図１Ｂに示すような表示パネル１との主な相違
点として、表示パネル１ａでは、第一の電極層１４１が共通電極であり、第二の電極層１
４３ａが画素電極である。また、図３Ｂに示すように、第二の電極層１４３ａは、３つの
電極部１４３１、及び第二の接続部１４３３を有し、第二の接続部１４３３は、これら電
極部１４３１の対向する両側に位置され且つこれら電極部１４３１に接続されている。再
び図３Ａを参照してみると、データ線Ｄは第一の基板１１上に配置され、且つ、画素Ｐａ
は、他の絶縁層１４５をさらに有し、この絶縁層１４５は、データ線Ｄを覆うように配置
されて、第一の電極層１４１が、絶縁層１４２と絶縁層１４５との間に挟まれるようにす
る。
【００３２】
　また、図３Ｃに示すように、表示パネル１ｂと図１Ａに示された表示パネル１の主な相
違点は、表示パネル１ｂにおいて、第二方向Ｙはデータ線の延伸方向と実質的に平行して
いるものの、第一方向Ｘと第二方向Ｙとは互いに垂直ではなく、画素Ｐｂが略平行四辺形
になるよう、第一方向Ｘと第二方向Ｙとの間に鈍角が形成されている。つまり、本実施形
態による表示パネル１ｂにおいて、複数の走査線Ｓと複数のデータ線Ｄとは、互いに交差
して配置されるものの、互いに垂直ではなく、画素Ｐｂ、第一の電極層１４１ｂ及び第二
の電極層１４３ｂが実質的に平行四辺形になるよう、間に鈍角が形成される。
【００３３】
　また、図３Ｄに示すように、表示パネル１ｃと図１Ａに示された表示パネル１の主な相
違点は、表示パネル１ｃにおいて、画素Ｐｃのデータ線Ｄには曲げ箇所があるため、画素
Ｐｃが平行四辺形にならず、データ線Ｄの曲げ箇所に対応する曲げ箇所が画素Ｐｃにも形
成されるようになっている。なお、第二の電極層１４３の電極部１４３１及び第一の接続
部１４３２は、画素Ｐｃに対応してそれぞれ曲げ箇所を有し、第一の電極部１４１ｃも対
応する曲げ箇所を有している。
【００３４】
　なお、表示パネル１ａ、表示パネル１ｂ及び表示パネル１ｃの上記以外の他の構成は、
表示パネル１の対応する構成と同じであるため、説明は省略する。
【００３５】
　次に、図４は、本考案の好ましい実施形態による表示装置２を示す模式図である。
【００３６】
　表示装置２は、表示パネル３及びバックライトモジュール（Ｂａｃｋｌｉｇｈｔ Ｍｏ
ｄｕｌｅ）４を含んでおり、表示パネル３とバックライトモジュール４は対向配置されて
いる。そのうち、表示パネル３として、上記の表示パネル１、１ａ、１ｂ、１ｃの中から
いずれか一種を選ぶことができるため、それに対する説明は省略する。
　バックライトモジュール４から出た光線Ｅが表示パネル３を透過する際、表示パネル３
の各画素により色が表示されて画像が形成される。
【００３７】
　以上のように、本考案による表示パネル及び表示装置において、表示パネルの画素配列
は少なくとも一つの画素を有し、画素の絶縁層が第一の電極層と第二の電極層の間に配置
されている。また、第二の電極層は、ｎ個の電極部を有し、これら電極部は、互いに所定
の距離を空けて第一方向に沿って平行に配置されている。また、各電極部の第一方向にお
ける電極幅がＷであり、画素の発光領域の第一方向における最大幅がＡｘである場合、下
記数式（数式中、ｎは正整数である）を満足している。
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【数１１】

　このように、第二の電極層の電極の数及び電極の幅、そして画素の発光領域の第一方向
における最大幅Ａｘが上記数式を満足することで、画素の発光領域の面積に占める暗縞の
面積の割合を最小にし、画素の透過率を最大にすることができる。このため、本考案によ
る表示パネル及び表示装置は、高い透過率を有し、製品の競争力を高めることができる。
【００３８】
　本考案は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる形態例にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得
られる実施形態についても、本考案の技術的範囲に含まれる。
【符号の説明】
【００３９】
　１、１ａ、１ｂ、１ｃ、３　　表示パネル
　１１　　第一の基板
　１２　　第二の基板
　１３　　液晶層
　１４１、１４１ｂ、１４１ｃ　　第一の電極
　１４２、１４５　　絶縁層
　１４３、１４３ａ、１４３ｂ、１４３ｃ　　第二の電極
　１４３１　　電極部
　１４３２　　第一の接続部
　１４３３　　第二の接続部
　２　　表示装置
　４　　バックライトモジュール
　Ａ―Ａ　　直線
　Ａｘ、Ａｙ　　最大幅
　ＢＭ　　ブラックマトリクス
　Ｄ　　データ線　
　Ｄ１　　直線状の暗縞
　Ｄ２　　三角状の暗縞
　Ｅ　　光線
　Ｐ、Ｐａ、Ｐｂ、Ｐｃ　　画素
　Ｓ　　走査線
　Ｗ　　電極幅
　Ｘ　　第一方向
　Ｙ　　第二方向
　Ｚ　　第三方向
　Ｚ１、Ｚ２、Ｚ３　　面積
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【図１Ｂ】
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【図１Ｃ】
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【図２Ａ】
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摘要(译)

（经修改） 提供一种具有高透射率的显示面板和显示装置。 显示面板具
有第一基板，与第一基板相对设置的第二基板，液晶层和像素阵列。液
晶层设置在第一和第二基板之间，像素排列设置在第一基板上并具有至
少一个像素P.像素包括第一电极层141，绝缘层142和第二电极层143.绝
缘层设置在第一和第二电极层之间，第二电极层由n形成并且电极部分平
行于第一方向X设置，彼此相距预定距离。当W是第一方向上的电极部分
的宽度并且Ax是像素的发光区域的最大宽度时，满足以下等式（n是正整
数）。 点域1B
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